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大型小売店販売

―  総販売額、前年比で増加（３月）

乗  用  車  販  売 ―  新車登録・届出台数合計、前年を下回る（４月）

大型小売店販売額（店舗調整前）

資料）九州経済産業局

乗用車登録・届出台数

資料）自販連宮崎県支部

九州経済産業局の調べによると、３月

の県内大型小売店（百貨店＋スーパー）の

総販売額は75億21百万円で、前年同月比

＋2.9％（同一店舗の比較でも＋2.9％［既

存店］）となった。

業態別では、百貨店の販売額は26億38

百万円で、前年同月比＋5.5％（同一店舗

の比較でも＋5.5％［既存店］）、スーパー

の販売額は48億83百万円で、前年同月比

＋1.6％（同一店舗の比較でも＋1.6％［既

存店］）となった。

百貨店の状況をみると、前月に引き続

き平均気温が平年より高めに推移したこ

とで、衣料品の買い控えがみられた。特

にミセス衣料・紳士物衣料は前年度を大

きく下回り、前月まで好調であったスポ

ーツ衣料も前年を下回る結果となった。

一方で地元物産の売上は全体的に好調。

４月の乗用車新車の登録（普通及び小

型乗用車）と届出（軽四輪乗用車）の合

計は2,950台（前年同月比▲9.7％）と前年

を下回った。

車種別では、普通乗用車（排気量2,000

㏄超）は489台（同＋9.9％）、小型乗用車

（2,000㏄以下）は939台（同▲18.4％）、軽

四輪乗用車（660㏄以下）は1,522台（同

▲9.0％）。

本年１月から４月までの累計台数は、

登録車が8,912台（同▲13.3％）、届出車が

9,702台（同▲3.8％）、合計18,614台（▲

8.6％）。



西日本建設業保証（株）宮崎支店の公

共工事速報によると、県内を工事場所と

する３月の前払保証件数は500件（前年

同月比▲70.2％）、保証対象請負総額は約

185億12百万円（同▲59.3％）。

保証実績の概要は以下の通り。

「県」（269件）は、合計で約86億25百万

円（同▲58.6％）。「市町村」（147件）は、

合計で約26億20百万円（同▲83.1％）。

「国」（78件）は、合計で約68億15百万円

（同▲14.9％）。「独立行政法人等」（６件）

は、合計で４億51百万円（同▲51.0％）で

あった。

４月の県生コンクリート工業組合（57

社64工場－組合非加盟は推計で４社）扱

いの生コン総出荷量は103,119（前年同

月比▲8.2％、前月比▲29.6％）。　　

当月の総出荷量のうち官公需は、

64.5％と前年同月比3.3Ｐ減少した。

地区別では（県内９地区）、前年比増

加したのが、県北地区（約25千、前

年同月比＋15.1％）、耳川地区（約13千

、同＋34.5％）、日南地区（約４千、

同＋39.4％）、串間地区（約５千、同

＋16.1％）、西諸地区（約８千、同＋

15.7％）の計５地区。一方、減少したの

は、西臼杵地区（約７千、同▲13.1％）、

西都児湯地区（約10千、同▲51.0％）、

宮崎地区（約22千、同▲22.6％）、都城

地区（約９千、同▲8.1％）の計４地

区である。

公　共　工　事 ―  請負総額、前年比59.3％の減少（３月）

生　　コ　　ン ―  出荷実績、前年比8.2％の減少（４月）

資料）西日本建設業保証㈱宮崎支店

公　共　工　事

生  コ  ン  出  荷  量

資料）県生コンクリート工業組合



３月の着工新設住宅件数は517戸（前

年同月比▲45戸、同▲8.0％）。全体の総

床面積は、48,252㎡（同▲8.8％）。

用途別の内訳は、持家215戸（同▲

15.0％）、貸家249戸（同＋52.8％）、分譲

住宅52戸（同▲44.1％）。一戸当たりの

床面積は93.3㎡（同▲0.9％）。県下９市

における着工新設住宅の総床面積をみ

ると、前年比増加したのは、都城市6,754

㎡（同＋7.7％）、延岡市5,607㎡（同＋22.6

％）、日南市1,061㎡（同＋3.2％）、日向市

2,560㎡（同＋18.1％）、西都市1,556㎡（同

＋4.5％）、えびの市815㎡（同＋503.7％）

の６市、一方減少したのは、宮崎市20,764

㎡（同▲0.3％）、小林市1,081㎡（同▲

36.9％）、串間市320㎡（同▲51.1％）の

３市であった。９市の総床面積の合計

は40,518㎡（同＋4.3％）。

４月における県産木材の素材価格（円

／立方メートル）は、ヒノキ（中丸太）

22,000円（前年同月比＋7.3％）、スギ中丸

太13,000円（同＋7.4％）、マツ12,000円

（同▲7.7％）。前月比でみると、ヒノキは

1,100円安、スギとマツは変わらず。

前月と同様、木材市場では輸入材など

の価格が為替レートや原油高、運賃高な

どにより高騰している影響で、国産スギ

の価格はやや強含んでいる。ただ、ヒノ

キ（丸太）は、住宅資材等向けが雨の多

い時期を前にしたいわば“需要の端境期

（はざかいき）”にあたり、価格は低下し

た。

製材製品（円／立方メートル、４m×

10.5cm）の価格は、スギ（１等上）が

25,000円（前年同月比＋38.9％）、ヒノキ

（特等）は55,000円（前年同月は取引なし）

で、共に前月と変わらず。

住　宅　着　工 ―  総戸数、前年比8.0％の減少（３月）

木　材　市　況 ―  ヒノキを除き、価格はやや強含み（４月）

木 材 市 況（丸太）

資料）九州農政局宮崎農政事務所（スギ、ヒノキ）、

　　　宮崎県山村・木材振興課（マツ）

新設住宅着工戸数（折れ線、左目盛）と
総床面積（棒、右目盛）

資料）県建築住宅課



宮崎労働局によると、県内における３

月末時点のパートを含む月間有効求人数

は16,551人（季節調整値、前年同月比＋

0.5％）、月間有効求職者数は24,553人（同

▲0.2％）となった。また、月間有効求人

倍率（季節調整値）は0.67倍で、前月から

0.03ポイント低下した。

新規求人数は6,5128人（含むパート

2,361人）で前年同月比4.1％減少した。ま

たパート比率は、前年同月比4.3ポイント

上昇し36.3％となった。 

一方、新規求職者は5,255人（パートを

除く常用雇用求人）で前年同月比3.7％減

少した。職業別にみると「一般事務」が

1,121人で最も多く、次いで「商品販売

（621人）」「自動車運転（233人）」「飲食物

調理（177人）」などが上位に並ぶ。

東京商工リサーチ宮崎支店の調べによ

ると、４月の企業倒産件数（負債額1,000

万円以上）は前月比１件増の11件（前年同

月比＋37.5％）で２カ月連続の２ケタと

なった。また、負債総額は前月から26億

1,600万円増加し33億6,600万円（同＋

358.6％）で、過去１年間では２番目の高

水準を記録した。負債額の最多企業は、

宮崎市の不動産業（資本金4,600万円）で

負債金額は20億9,300万円であった。

業種別では依然として「建設業（４件）」

の不振が目立ち、原因別では、「販売不振

（６件）」が最も多く、「放漫経営（３件）」

「他社倒産の余波（２件）」が続いている。

また、地域別では、「宮崎市（９件）」「延

岡市」「東臼杵郡」が各１件で、宮崎市に

集中している。

雇　用　動　向 ―  有効求人倍率、前月比低下（３月）

企　業　倒　産 ―  倒産件数、負債金額とも前月比増（４月）

資料）宮崎労働局職業安定部

月間有効求人倍率、雇用保険受給者数

企　業　倒　産

安定所

宮　崎

延　岡

日　向

都　城

倍　率

0.93

0.56

0.61

0.71

安定所

日　南

高　鍋

小　林

（季節調整前）

倍　率

0.59

0.51

0.78

（参考）３月現在の安定所別有効求人倍率

資料）東京商工リサーチ宮崎支店



４月、都城家畜市場における黒毛和牛
子牛の売却頭数は前月比86頭増加し、
1,650頭（前年同月比＋88頭）。うち県外
への売却は759頭（県外売却率46.0％）。
内訳は去勢牛921頭、メス729頭。
１頭当りの平均売却価格は前月比
9,501円安い543,648円（前年同月比＋
1,319円）となり、2005年８月以降21カ月
連続で50万円台の高値を維持した。
去勢牛の平均は前月比4,146円安い
571,699円（同▲2,527円）で、メス牛は
16,487円安い508,210円（同＋5,262円）。
４月は2008年末需要（食用）向けの子牛
導入の時期に当たる上に、枝肉相場が好
値を維持しているため、導入（買付け）意
欲も高かったとみられる。
４月中に開かれた県内４市場での平均
価格（去勢・メス合計、総売却頭数5,372
頭）は542,881円（前年同月は545,730円）
で、そのうち、宮崎市場の568,317円が最
も高かった。

宮崎市中央卸売市場における３月の野

菜部門の卸売数量は13,555トンで前月比

＋28.2％と３カ月ぶりに増加し（前年同

月比＋20.2％）、総取引金額は23億140万

円で前月比12.4％増となった（同▲7.6％）。

また、平均単価は１kg当り170円で前月

比▲12.4％と３カ月連続して下落した

（同▲23.1％）。

品目別の単価を前年同月比でみると、

「レタス（約６割高）」「トマト（約２割高）」

は高値で取引され、また「ホウレンソウ」

は前年並みの価格を維持しているもの

の、それ以外の「キャベツ」「ハクサイ」

「ゴボー」などは軒並み前年割れとなり、

特に「ニンジン」は半値以下に落ち込み低

迷が続いている。

畜　産　市　況 ―  子牛価格の高値基調が続く（４月）

青　果　市　況 ―  平均単価、前月比下落（３月）

青果市況（宮崎市中央卸売市場）

資料）宮崎市農政部市場課

肉用子牛（黒毛和牛）の売却平均価格
（都城地域家畜市場）

資料）（社）宮崎県畜産協会


